
　多くの市民や観光客
が来場し、丹原産業ま
つりが、賑やかに開催
されました。
　今年は、降ひょうに
より被害に遭った柿で
干し柿を作るコーナー
も設置され、来場者は
被害の深刻さを理解す
るとともに、子どもた
ちの明るい笑い声や楽
しそうな会話に心が癒
された会場でした。

　11月11日未明の降ひょうにより、収穫を目前にした周桑地区の柿
やキウイなどの農作物や農業施設に約７億 9,400 万円の被害があり
ました。現在、被災農家を励まそうと、市民による農作業や夕食の
お手伝いなどのボランティアの輪が広がっています。
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　西条市国民保護計画および西条市地域防災計画を策定するため、
西条市国民保護協議会と西条市防災会議を開催しました。
　この両協議会ともに、今治海上保安部長ほか指定公共機関の方々
や市長をはじめ市の職員など委員約30名で構成され、当日は両計画
案の審議を行いました。
　今後の「災害に強いまち西条」をめざすため、避難勧告の具体的
な基準や災害時要援護者に関する事項、自主防災組織との連携、被
災後の生活支援や復旧計画など、幅広く定める予定で、両計画とも
に今年度末の作成をめざしています。

　いよてつ髙島屋８階スカイドームにおいて西条の観光と特産
品フェアが開催されました。迫力のある太鼓や賑やかな踊り、
楽しい神楽などの観光イベントが催される中、市内業者の協力
による名水使用の酒類や海苔、菓子など、西条ならではの特産
品の展示即売や野菜ソムリエとタイアップした西条農産品の販
売を行い、来場者に西条の魅力を十分に伝えました。

　㈱ルネサステクノロジ西条
事業所では、2006年10月から
市内企業では初めてとなる、
カブトガニの里親となり、保
護活動に参画しています。毎
日、塩分濃度や温度管理を行
い、現在の体長５mmから10cm
程度に成長する５年後の放流
をめざしています。

　全国人権・同和教育研究大会関連行事人権啓発劇「祭り」が、西条市
内で活動している解放塾「プロジェクト2008」を中心とした多くの市民
の参加により上演されました。西条まつりを題材に、差別意識と向き合
い、克服する姿を描いた人権劇に、市内外から約1100人の観覧者があり、
会場は割れんばかりの拍手と感動に包まれ、解放への思いを全国に発信
する良い機会となりました。

　道前平野の
田畑に農業用
水を供給する
ため建設され
ている、志河
川ダムを市内
外の41名が見
学しました。
　見上げるよ
うな大規模な
構造物に参加
者は驚きなが
ら、関係者の
説明を受けて
いました。
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　東京大学大学院
の清野聡子先生を
迎え、第11回カブ
トガニフェスティ
バルが開催されま
した。市内企業や
学校、市民のカブ
トガニ幼生飼育ボ
ランティアに幼生
が配られました。
最後に参加者は、
河原津海岸で、約
2,000匹の幼生を
放流しました。　
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